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の
ぼ
る
さ
ん
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2年前の2022年10月、わが国の鉄道は150年目
を迎え、天皇、皇后両陛下のご来臨を賜り東京ステ
ーションホテルで「鉄道開業150周年記念式典」が
挙行されました。「鉄道百五十年史」（交通協力
会刊）という歴史書の計画も、この150周年を目指し
て始められたものです。1872年の「新橋～横浜間」
開通から50年目、100年目の節目には、それぞれ「日
本鉄道史」、「日本国有鉄道百年史」が刊行され
ています。150年史を編纂するにあたって2015年
に国土交通省、JR各社、民営鉄道協会等々の関
係者からなる「鉄道史に関する懇話会」という場が

設けられ、そこで旧国鉄、ＪＲ、民鉄、公営鉄道といっ
た鉄道事業の全てにわたる「総合鉄道史」を目指す
こと、執筆には歴史の研究者を充てることなどの合
意が得られました。2017年に、原朗東大名誉教授
を委員長とする編集委員会が設置されて編纂作業
が開始されましたが、日本の総合鉄道史という全く新
たな試みであることに加えて、新型コロナ感染症とい
う予期せぬ障害にも遭遇しました。その結果、数次
にわたり刊行時期の延期を余儀なくされてきました
が、ＪＲ各社等にも「企画・監修者」としてご協力を
得て、2025年2月刊行の予定となりました。

本編５巻（各巻約800ページ）と資料編１巻	 	
（約400ページ）の計６巻で構成されており、
第一巻「創業から国有鉄道の誕生まで」
第二巻「『帝国の鉄道』の形成・発展・崩壊」
第三巻「復興期から高度経済成長期の鉄道」
第四巻「交通市場の変容と国鉄の経営危機」
第五巻「ＪＲと民鉄の時代」
資料編（統計・図表、レファレンス、年表、総索引）
となっております。

「鉄道百五十年史」2025 年 2月刊行　

連載マンガ「オービ氏」を振り返って
前号をもちまして、連載 4コママンガ「オービ氏」の掲載が惜しまれながら終了いたしました。「オービ氏」は 1997（平成 9）年の 9 月
号より掲載が始まり、全 190 回・約 27 年間もの長きにわたって連載されました。愛嬌のある主人公と国鉄・JR のＯＢならではの内容に、
クスッとさせられた方も多かったのではないでしょうか。連載終了にあたって、これまでの作品の中から一部を抜粋してご紹介いたします。

記念すべき第 1回第 40回（2000 年）第 120 回（2010 年）第 150 回（2015 年）
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「嚥下（えんげ）」や「誤嚥（ごえん）」という言葉をご存じですか？　人が生きてい
く上で「食べる」ことは必要不可欠です。しかし、年齢を重ねるにつれて嚥下の機能
が低下し、食事中の「飲み込みにくさ」や、「むせやすさ」を実感することが増えてき
ます。嚥下機能の衰えにより、誤嚥性肺炎で亡くなるリスクも高くなってきます。今
回は、そんな「嚥下」と「誤嚥」についてお話します。

1.嚥下とは？
体の外から食べ物や飲み物を取り込んで喉や食道を経て胃へと送り込むことを

「嚥下」といいます。飲み込みの動作は5つの段階を経ています（図1、表1）。

　表1　嚥下5期

2.誤嚥とは？
食べ物を上手に食べられないことを「嚥下障害」といいます。認知症などで、口に

食べ物を入れても飲み込めない症状も嚥下障害の一種です。嚥下障害になると、脱
水や栄養失調、肺炎や窒息、食べる楽しみの喪失につながります。「誤嚥」とは、嚥
下障害により食べ物が気管や肺に入ってしまうことをいいます。誤嚥をすると、むせ
や咳をして、食べ物を肺から喉に押し戻す働きがみられます。むせは、体の防御作用
なのです。

3.年齢を重ねると……
高齢者の嚥下の特徴としては、噛む力が弱くなる、喉の筋力が落ちて喉の位置が

下がる、飲み込む力が弱くなる、唾液の量が減って口が乾きやすくなる、味覚が変わ
るなどの症状がみられてきます。

4.自分でできる！簡単な飲み込みの検査
1）ご自身の今の嚥下状態についてチェックしてみましょう（表2）。
表2　飲み込みのチェック項目

※一つでも当てはまったら、「嚥下障害」や口腔機能が低下している可能性があります。

2）やってみよう！のどの検査（表3）
表3　嚥下のスクリーニング検査
	

5.今日からできる！食べるときに気をつけること
①食べるときの姿勢
　�床にしっかりと足を付けることで、飲み込むときに喉に力が入りやすくなります。
また、飲み込む瞬間に少し顎を引くと、気管に食べ物が入りにくくなります。
②食べるときの工夫
　�喉に残った感じがするときは、唾液をもう一度飲み込む動作を行うことや、お茶
と食べ物を交互に食べ進めていくこともポイントです。
③食べにくいもの
　�お餅やワカメは喉に張り付き、詰まりやすいです。水分が少ない煎餅や、嚙む程に水
分が出てくる高野豆腐や麩などもむせやすいので、食べるときには注意しましょう。
④お薬を飲むとき
　�錠剤が飲みにくい場合は「粉薬」などへの変更の相談をしましょう。オブラート
に包んだり、服薬ゼリーなどに混ぜて飲むのも良いでしょう。また、溶かして飲
む方法もあります。しかし、溶かしてはいけない薬もありますので、必ず医師や
薬剤師に相談して行ってください。
⑤最高の予防策は「口腔ケア」
　�お口の中の細菌の数は大腸や直腸の菌とほぼ同じです。特に起床直後は一番
細菌が多いため、起きたら先ず「うがい」をしましょう。また、食後も歯磨きは必
ず行いましょう。歯ブラシについては「ふつう～やわらかめ」、ヘッドが小さいも
のを選びましょう。歯を磨く際は、優しく、細かく動かすのがポイントです。また、
歯間ブラシやデンタルフロスの使用もお薦めです。入れ歯がある方は、入れ歯
用のブラシでしっかりと洗い、夜間は入れ歯洗浄剤に浸け置きしてください。お
口の中の細菌の数が減れば、誤嚥したときでも、肺炎の重症化予防になります。

6.最後に……
日々の食事の中で、「飲み込みにくさ」や「むせが増えた」など不安を感じること

がありましたら、近隣の耳鼻咽喉科などへ気軽に相談してください。飲み込みの精
密検査をしてもらえます。

嚥下と誤嚥
JR広島病院　リハビリテーション科　言語聴覚士　影山 奈美

先行期 目で見て、食べ物を認識する段階
準備期 口に取り込み、咀嚼し食べやすい塊を作る段階
口腔期 食べ物を喉に移動する段階
咽頭期 飲み込む段階（嚥下反射）
食道期 胃まで食べ物が運ばれる段階

反復唾液嚥下テスト 口の中を潤わせた後に、唾液の飲み込みを30秒間繰り返す。
3回以下だと、要注意です！！

改訂水飲みテスト	 ティースプーン1杯の水を飲む。むせなければOK！

① 肺炎と診断されたことがありますか？
② 痩せてきましたか？
③ 物が飲み込みにくいと感じることがありますか？
④ 食事中にむせることがあることがありますか？（お茶や水を含む）
⑤ 食事中や食後に、喉がゴロゴロ（痰が絡んだ感じ）することがありますか？
⑥ 喉に食べ物が残った感じがすることがありますか？
⑦ 食べるのが遅くなりましたか？
⑧ 硬いものが食べにくくなりましたか？
⑨ 口から食べ物がこぼれることがありますか？
⑩ 口の中に食べ物が残ることがありますか？
⑪ 食べ物や酸っぱい液が胃から戻ってくることがありますか？
⑫ 胸に食べ物が残ったり、詰まった感じがすることがありますか？
⑬ 夜、咳で眠れなかったり、目が覚める
⑭ 声がかすれてきた図1　嚥下のしくみ
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馬

県
と
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野
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に
ま
た
が

る
「
碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む

ら
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、日
本
で
初
め

て
電
化
さ
れ
た
碓
氷
線

の
丸
山
変
電
所
で
展
示

さ
れ
て
い
た
交
流
を
直

流
に
変
え
る
回
転
変
流

機
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
碓
氷
峠
の
ア

プ
ト
式
区
間
に
使
わ
れ

た
も
の
と
同
じ
回
転
変

流
機
で
、我
が
国
で
最
後

ま
で
使
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

社
会
の
動
き
の
速
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
す
。
人
が

居
て
生
活
が
あ
り
、物
の

動
き
は
鉄
道
が
満
た
し
て

い
ま
し
た
が
、物
流
は
多

様
化
し
て
バ
ス
や
ト
ラ
ッ

ク
、飛
行
機
の
時
代
に

な
っ
て
、美
し
い
良
き
自

然
が
損
な
わ
れ
て
い
く
こ

と
が
私
は
心
配
で
し
た
。

自
然
環
境
の
変
化
に
改
善

が
追
い
つ
け

な
い
状
況
は
、

退
職
後
の
今

で
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。

世
の
動
き
と
世
の
移
り

は
、鉄
道
の
２
本
の
レ
ー

ル
に
似
て
い
ま
す
。 

資

源
を
生
み
出
す
自
然
と
そ

の
現
状
は
、生
活
と
廃
棄

物
、心
と
行
動
、自
然
と
汚

染
、健
康
と
資
源
・
自
然

は
一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、汚
染
が
先
行

し
、自
然
は
乱
れ
、未
来
ま

で
心
が
行
き
届
か
な
い
の

が
現
状
の
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。

誰
で
も
今
が
大
事
で
す

が
、後
の
こ
と
を
考
え
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

福
島
機
関
区
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、鉄
道
の
発
展
に

役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

機
関
車
自
体
が
変
圧
器
や

変
流
器
を
搭
載
し
、効
率
の

良
い
直
流
電
気
に
変
え
、力

強
く
走
れ
る
試
み
を
整
え

た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
今
を
大
切
に
し
つ
つ
、明

日
を
明
る
い
社
会
に
す
る

た
め
、豊
か
さ
の
度
合
い
を

確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
続
く
２
本
の
レ
ー
ル

仙
台
地
本
福
島
支
部
　
角
田　

栄
二

と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、面
会
が
禁
止
に

な
っ
て
し
ま

い
、や
が
て

同
居
の
息
子

と
３
人
で
月

１
回
の
制
限

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
妻

は
施
設
で
病
を
得
て
、上
尾

中
央
総
合
病
院
で
療
養
中

の
令
和
４
年
に
こ
の
世
を

去
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、同
居
の
息
子

か
ら
「
現
在
、健
康
そ
う
に

見
え
て
も
怠
け
て
い
て
は

長
生
き
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
。 

近
く
の
施
設

の
若
い
責
任
者
に
来
て
も

ら
い
概
要
を
尋
ね
る
と
、

週
に
一
度
、水
曜
日
に
向

か
い
の
施
設
に
行
き
、器

具
に
よ
る
体
操
が
主
で
あ

る
と
の
こ
と
で
、早
速
申

し
込
み
を
し
て
加
入
手
続

き
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
。

器
具
に
よ
る
運
動
は
午

後
３
時
過
ぎ
に
終
わ
る
の

で
、全
員
で
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、菓
子
な
ど
を
ご
馳

走
に
な
り
、一
段
落
し
て
か

ら
は
音
楽
の
時
間
。
若
い

女
性
が
担
当
で
、キ
ー
ボ
ー

ド
を
弾
き
指

導
す
る
。「
2

人
は
若
い
」

「
湯
島
通
れ
ば

思
い
出
す
」
等

を
み
ん
な
で
歌
っ
て
和

や
か
な
空
気
が
し
ば
ら

く
流
れ
る
。
昭
和
の
空
気

を
懐
か
し
ん
で
い
る
よ

う
で
あ
る
。

妻
が
１
ヶ
月
以
上
入
院

し
、退
院
す
る
時
に
病
院

の
指
導
係
か
ら
、も
う
家

庭
で
は
世
話
を
し
て
い
く

の
は
無
理
だ
か
ら
、施
設

で
の
生
活
を
受
け
る
よ
う

に
と
勧
め
ら
れ
た
。
そ
し

て
、妻
が
施
設
で
の
生
活

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、施
設
が
自
宅
か
ら
近

い
こ
と
も
あ
り
、毎
日

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
の
よ
う

に
会
い
に
行
っ
て
い
た
。

施
設
に
通
っ
て

大
宮
地
本
大
宮
支
部　

武
藤　

勝
美
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インストラクターの皆さんへ
『鉄道OB新聞』に投稿してみませんか

スポーツ、文学、芸術、工芸、舞踊、園芸、音楽、社会貢献など、さまざまな分野で活躍されているインストラクターの皆さんの活動状況や
取り組み、意気込みなどについて、『鉄道OB新聞』に掲載し、全国の会員に紹介していきます。
投稿を希望される方は、次の要領で原稿を作成のうえご応募ください。順次、『鉄道OB新聞』に掲載していきます。なお、投稿者には謝
礼品をお贈りします。
【投稿要領】
文 字 数：300〜500程度
内　　容：取り組み状況、意気込み、その他自由です。
応募資格：�インストラクター登録者に限ります。
	 　　また、原稿には投稿者の写真を添えてご応募ください。

問い合わせ先
日本鉄道OB会連合会本部　インストラクター紹介コーナー担当宛て
〒100ｰ0005　東京都千代田区丸の内1ｰ9ｰ1
☎︎03ｰ3211ｰ2925

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ

ス
吹
矢
を
始
め
て
10
年

目
、「
吹
き
矢
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
委
嘱
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、原
ノ
町
支
部
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
「
吹
き
矢
ク
ラ

ブ
」
が
発
足
し
、そ
こ
で

の
指
導
を
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
広
が
り
活
動
が
中
止

さ
れ
、練
習
会
場
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖

さ
れ
、コ
ロ
ナ
禍
が
繰
り

返
さ
れ
た
数
年
後
、「
吹

き
矢
ク
ラ
ブ
」
は
解
散
し

て
し
ま
い
誠
に
残
念
で

し
た
。

コ
ロ
ナ
は
憎
い
が
、イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
委
嘱

は
心
の
励
み
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
私
は
地

域
の
ふ
れ
あ
い
行
事
等

に
活
用
で
き
れ
ば
、と
の

思
い
で
今
も
続
け
て
い

ま
す
。
震
災
後
に
仮
設

住
宅
に
住
ま
わ
れ
た
方

を
勇
気
づ
け
よ
う
と
仮

設
住
宅
集
会
所
を
廻

り
、延
べ
百
数
十
回
、

千
五
百
数
名
の
方
々
と

「
吹
き
矢
」
を
実
施
交
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、日
本

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
協
会
で
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、会
員
の
士
気

を
高
め
よ
う
と
「
国
際

オ
ー
プ
ン
テ
レ
大
会
」が

開
催
さ
れ
、こ
れ
に
は
支

部
全
会
員
が
参
加
し
、私

は
ク
ラ
ス
別
で
優
勝
し

ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ

ス
吹
矢
」
は
内
臓
機
能
の

活
性
化
・
免
疫
力
を
高

め
る
等
、健
康
維
持
に
効

果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
一

昨
年
に
は
、神
奈
川
県
で

開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、多
く
の
方
々

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆

様
、自
分
の
趣
味
・
特
技

を
活
か
し
て
多
く
の
方

と
交
流
し
て
会
話
し
、明

る
く
住
み
よ
い
社
会
環

境
を
作
り
、楽
し
く
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。

夢
は
Ｏ
Ｂ
会
愛
好
者
の
集
い

水
戸
地
本
原
ノ
町
支
部
　
高
田　

求
幸

出
、現
場
で
の
出
来
事
、近

況
等
の
話
に
花
が
咲
い

た
。
店
の
時
間
制
限
の
関

係
で
会
場
を
出
た
が
、そ

の
後
も
話
が
尽
き
な
い

中
、時
期
は
未
定
だ
が
次

の
開
催
を
約
束
し
て
散
会

し
た
。

後
日
、会
場
で
撮
っ
た

写
真
、名
簿
並
び
に
出
欠
確

認
の
際
に
投
稿
い
た
だ
い

た
近
況
報
告
を
全
員
に
郵

送
し
た
。
そ
の
後
、都
合
に

よ
り
参
加
で
き
な
か
っ
た

仲
間
か
ら
お
礼
の
電
話
・

メ
ー
ル
が
あ
り
、中
に
は

自
分
で
撮
影
し
た
珍
し
い

鉄
道
写
真
（
富
士
山
を
背

景
に
し
た
走
行
中
の
ド
ク

タ
ー
イ
エ
ロ
ー
）を
送
っ
て

く
る
も
の
も
い
た
。
あ
り

が
た
い
話
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
名
誉
駅
長

が
制
定
さ
れ
た
の
は
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
４

月
、４
月
か
ら
は
13
年
目
に

入
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
高
崎
支
社

も
同
年
４
月
に
18
名
の
名

誉
駅
長
が
委
嘱
さ
れ
て
発

足
し
、途
中
４
名
が
追
加
委

嘱
さ
れ
て
、２
０
２
４
年
４

月
か
ら
は
新
た
に
７
名
の

名
誉
駅
長
が
誕
生
し
、全
体

で
29
名
と
な
っ
た
。

現
職
時
に
駅
業

務
に
従
事
し
て
い

た
の
で
馴
染
み
や

す
か
っ
た
の
で
、所

属
す
る
支
部
長
に

い
つ
か
名
誉
駅
長

に
就
き
た
い
と
伝

え
て
い
た
と
こ
ろ
、

２
０
１
６
年
３
月

に
グ
ル
ー
プ
会
社

を
退
職
後
、Ｊ
Ｒ
高

崎
支
社
長
よ
り
同

年
４
月
か
ら
上
越

線
津
久
田
駅
の
名

誉
駅
長
の
委
嘱
を
受
け
る

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、す
で

に
９
年
目
に
な
っ
た
。
退

職
後
も
Ｊ
Ｒ
に
関
係
す
る

任
務
に
就
け
る
嬉
し
さ
は

隠
し
切
れ
な
か
っ
た
と
同

時
に
、重
大
な
任
務
に
身
が

引
き
締
ま
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

名
誉
駅
長
の
委
嘱
事
項

は
駅
の
美
化（
清
掃
・
草
木

の
手
入
れ
）、地
元
の
意
見

の
吸
い
上
げ
と
支
社
・
管

理
駅
へ
の
助
言
、増
収
の
協

力
等
で
あ
る
。

美
化
清
掃
で
一

番
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
障

害
事
故
防
止
で

あ
る
。
ホ
ー
ム

で
は
停
車
・
通

過
す
る
列
車
に

対
し
て
は
、

ホ
ー
ム
脇
に
あ

る
踏
切
警
報
器

の
鳴
動
を
注
視

し
て
作
業
を
中

断
し
、
発
車
・

通
過
時
ま
で
一

切
行
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
は
、乗
降
す
る
お
客

さ
ま
に
気
持
ち
よ
く
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に

除
草
・
清
掃
を
行
う
ほ

か
、ホ
ー
ム
空
き
地
に

花
を
植
え
て
潤
い
を
与

え
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
花
は
自
宅
の
庭
に

生
え
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、百
日
草
、小
菊
等
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
秋

に
渋
川
市
の
広
報
で
公

共
の
場
所
に「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
早
速
、津
久
田
駅
へ
の

植
栽
に
つ
い
て
管
理
駅
長

の
許
可
を
得
た
う
え
で
応

募
し
た
と
こ
ろ
、２
０
２
１

年
６
月
に
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ

の
花
４
色
１
０
０
鉢
の
配

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
う
え
、10
月
に
は
パ
ン

ジ
ー
の
花
４
色
１
０
０
鉢

も
配
布
が
あ
っ
た
。
翌
年
度

か
ら
継
続
し
て
お
り
、４
年

目
に
は
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ

１
０
０
鉢
が
配
付
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

半
年
毎
に
季
節
に
あ
う

花
が
配
布
さ
れ
る
の
で
、除

草
・
散
水
を
行
っ
て
華
や

か
さ
を
醸
し
出
し
て
お
客

さ
ま
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
る
。「
綺
麗
な
花
を
見
せ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と

激
励
し
て
く
れ
る
言
葉
が

や
り
が
い
を
感
じ
る
。
ま

た
、高
崎
支
社
が
待
合
室
に

名
誉
駅
長
の
写
真
を
掲
載

し
て
く
れ
た
の
も
励
み
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
お
客
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

駅
づ
く
り
と
と
も
に
傷
害

事
故
防
止
に
努
め
て
い
き

た
い
。

名誉駅長になって９年目
高崎地本渋川支部　深津　光壽

有
志
と
中
央
鉄
道
学
園

の
跡
地
を
訪
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
中
央
鉄
道
学

園
は
、国
鉄
が
民
営
分
割

化
さ
れ
る
際
に
国
鉄
の

債
務
を
返
済
す
る
目
的

で
閉
鎖
さ
れ
、敷
地
は
売

却
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地

は
、団
地
や
都
立
武
蔵
国

分
寺
公
園
等
に
な
り
、公

園
の
一
角
に
は
、か
つ
て

の
学
園
を
偲
ん
だ
蒸
気
機

関
車
の
動
輪
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
記
念
碑
が
設
置
さ

れ
て
い
て
、そ
こ
に
は
、学

園
歌
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。

学
園
を
卒
業
し
て
54
年
を

迎
え
、年
齢
的
に
喜
寿
の
前

後
に
な
っ
た
の
で
、６
年
ぶ

り
に
同
期
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。

今
回
の
同
期
会
は
10
月

５
日
に
東
京
駅
八
重
洲
地

下
街
の
居
酒
屋
で
開
催
し

た
。
逝
去
さ
れ
た
人
等
が

い
る
中
、21
名
中
11
人
が

出
席
し
た
。
出
席
者
の
中

に
は
、長
岡
、白
河
、水
戸
、

三
島
か
ら
か
け
つ
け
て
く

れ
た
仲
間
が
い
て
、頼
も

し
い
限
り
で
あ
る
。
会
場

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
学
園
の

授
業
・
寮
生
活
・
講
師
・

担
任
の
懐
か
し
い
思
い

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
で
あ
っ

た
。
研
修
終
了
後
は
、各
局

の
電
務
区
に
配
属
さ
れ
た

が
、そ
の
後
、向
学
心
に
燃

え
た
仲
間
５
人
が
大
学

課
程
の
各
科
に
入
学
し
、

再
び
こ
の
地
で
学
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
の
同
期
会

は
不
定
期
で
開
催
し
て
来

た
が
、今
回
の
同
期
会
の
契

機
は
、３
月
21
日
に
同
期
の

昭
和
45
年
5
月
末（
大
阪

万
博
開
催
時
）に
国
鉄
中
央

鉄
道
学
園
普
通
課
程
第
10

回
電
信
課
に
入
学
し
た
同

期
生
は
、東
京
３
局
お
よ
び

高
崎
、水
戸
、千
葉
局
で
試

験
に
合
格
し
た
28
人
で

あ
っ
た
。研
修
期
間
は
４
ヶ

月
と
１
週
間
で
、研
修
内
容

は
タ
イ
ピ
ン
グ
、電
報
関

係
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ

中
央
鉄
道
学
園
電
信
課

               

同
期
会
の
開
催

東
京
地
本
我
孫
子
支
部　

山
﨑　

英
雄
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東
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
仙

台
地
本
芸
能
大
会
は
今
年

で
記
念
す
べ
き
第
10
回
を

迎
え
、さ
る
２
０
２
４
年
８

月
29
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
各
地
か
ら
の
参
加

が
増
え
、出
演
者
は
60
代
か

ら
最
高
齢
88
歳
ま
で
、自
慢

の
歌
、踊
り
、コ
ン
ト
、ダ
ン

ス
、弾
き
語
り
と
幅
広
い
演

目
に
わ
た
り
、日
頃
の
練
習

の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い

ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
役
員
、社
員
、Ｏ
Ｂ
、

家
族
と
、心
と
心
を
一
つ
に

し
て
続
け
て
き
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、我
が
新
庄
支
部

か
ら
も
初
め
て
出
演
・
参

仙
台
支
部
は
10
月
１

日
、仙
台
市
北
部
、泉
ヶ
岳

の
麓
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
バ

レ
ー
仙
台
泉
」
に
て
18
名

が
参
加
し
、5
年
ぶ
り
に

「
高
原
芋
煮
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
＝
写
真
＝
。

素
晴
ら
し
い
青
空
の

下
に
広
が
る
緑
の
草
原
、

彩
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
、眼
下
に
仙
台
市

街
地
や
太
平
洋
が
眺
望
で

き
る
高
原
会
場
で
行
わ
れ

た
芋
煮
会
は
、料
理
好
き

な
会
員
ら
が
腕
を
奮
っ
て

味
噌
味
仙
台
風
の
美
味
し

い
芋
煮
を
作
り
、持
ち

寄
っ
た
各
地
の
銘
酒
で
乾

杯
し
、飲
み
食
い
し
な
が

ら
、懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、途
中
か
ら
ス

コ
ッ
プ
三
味
線
演
奏
や
民

謡
も
披
露
さ
れ
、大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
会
場
は
交
通

の
便
も
よ
く
、手
ぶ
ら

で
参
加
で
き
る
た
め
、

来
年
も
多
く
の
会
員
に

声
を
か
け
、誘
い
あ
っ

て
再
開
す
る
こ
と
を

願
っ
て
お
開
き
と
し
ま

し
た
。�
（
菊
地
稔
）

加
す
る
こ
と
に
な
り
、Ｏ
Ｂ

会
員
の
樋
渡
勝
彦
さ
ん
が

退
職
後
に
、出
向
先
の
最
上

川
観
光
芭
蕉
ラ
イ
ン
で
船

頭
と
し
て
勤
務
し
た
時
の

民
謡
「
最
上
川
舟
唄
」
を
日

本
語
と
英
語
で
唄
い
上

げ
＝
写
真
＝
、会
場
か
ら
は

絶
賛
の
拍
手
喝
采
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�

（
斎
藤
俊
治
）

当
支
部
で
は
10
月
20
日
、

特
急「
海
浜
公
園
コ
キ
ア
川

越
号
」
を
利
用
し
、茨
城
県

に
あ
る「
国
営
ひ
た
ち
海
浜

公
園
」
の
コ
キ
ア
と
「
那
珂

湊
お
さ
か
な
市
場
」の
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
で
日
曜
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ひ
た

ち
海
浜
公
園
内
は
大
混
雑

で
し
た
。
春
は
ネ
モ
フ
ィ

ラ
、秋
は
コ
キ
ア
で
有
名
な

公
園
で
す
が
、今
回
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
総
勢
13
名
は

初
め
て
の
方
が
多
く
、公

園
内
中
程
に
あ
る
見
晴

ら
し
の
丘
か
ら
の
真
っ

赤
に
咲
き
誇
る
コ
キ
ア

は
絶
景
で
、2
時
間
か
け

て
参
加
者
全
員
が
興
奮

気
味
に
散
策
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、専
用
バ
ス
で

那
珂
湊
お
さ
か
な
市
場

へ
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は

港
か
ら
上
が
っ
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
魚
介
類
が
と
こ

ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、食
べ

た
り
買
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、市
場
も
大

混
雑
で
し
た
。
会
員
の
皆

さ
ん
は
生
牡
蠣
を
は
じ
め
、

名
物
の
海
鮮
丼
や
お
刺
身

定
食
を
食
べ
た
り
、買
い
物

を
楽
し
ん
だ
り
と
忙
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
り
は
ひ
た
ち
な
か
海

浜
鉄
道
で
那
珂
湊
駅
＝

写
真
＝
か
ら
勝
田
駅
ま

で
気
動
車
で
移
動
し
、勝

田
駅
か
ら
は
専
用
列
車

に
乗
車
し
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
車
内
で
は

お
酒
等
も
入
っ
て
賑
や

か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
、

次
回
は
何
処
に
す
る
？

と
い
う
よ
う
な
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
宮
支
部

は
多
く
の
会
員
が
気
軽
に

参
加
で
き
、楽
し
ん
で
く
れ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

�

（
口
町
茂
昭
）

秋
の
始
ま
り
11
月
９
日

に
、東
京
城
南
支
部
の
「
秋

の
楽
し
く
歩
こ
う
会
」を
井

の
頭
恩
賜
公
園
等
散
策
で

実
施
し
、会
員
14
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

秋
の
穏
や
か
な
陽
光
の

良
い
時
期
に
な
り
、Ｊ
Ｒ

吉
祥
寺
駅
に
集
合
し
て
、

買
い
物
・
観
光
客
で
混
雑

す
る
商
店
街
を
抜
け
て
い

き
ま
す
。
井
の
頭
恩
賜
公

園
は
紅
葉
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
し
た
が
、広
い
池

に
は
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
も
多

く
出
て
、休
日
を
楽
し
む

若
い
ご
家
族
や
外
国
人
の

方
も
多
く
い
ま
し
た
。
土

曜
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、公
園
内
を
ジ
ョ
ギ
ン

グ
す
る
方
も
い
ま
す
。
池

畔
を
散
策
し
て
井
の
頭
弁

財
天
に
お
参
り
＝
写
真
＝
。

絵
馬
に
横
文
字
の
願
い
も

多
く
、錢
洗
い
も
あ
り
、噴

水
な
ど
を
見
て
楽
し
み
な

が
ら
休
憩
し
ま
し
た
。

広
い
武
蔵
野
の
緑
地
内

を
通
り
抜
け
、井
の
頭
公
園

競
技
場
を
通
り
、広
い
芝
生

地
で
休
憩
。
こ
こ
で
は
武

蔵
野
市
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
て
、バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
、ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど

を
芝
地
の
数
か
所
で
演
奏

し
て
お
り
、休
憩
し
な
が
ら

生
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ

美
術
館（
事
前
予
約
で
満
員

の
た
め
外
観
の
み
）、三
鷹

市
山
本
有
三
記
念
館
の

整
っ
た
庭
園
を
見
学
し
て

休
憩
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、玉
川
上
水

の
流
れ
を
見
な
が
ら

御
殿
山
通
り
を
歩
い

て
、Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
ま
で

穏
や
か
な
散
策
を
楽

し
ん
で
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、駅
近

く
に
事
前
予
約
し
た

居
酒
屋
で
酒
肴
・
暖

か
い
鍋
物
で
懇
親
会

を
楽
し
み
ま
し
た
。

�

（
齋
藤
正
己
）

仙
台
地
方
本
部 

芸
能
大
会
に
出
席

し
て仙

台
地
本
新
庄
支
部

５
年
ぶ
り
に「
高
原

芋
煮
会
」を
開
催

仙
台
地
本
仙
台
支
部

「
ひ
た
ち
海
浜
公
園
」

の
コ
キ
ア
と「
那
珂

湊
お
さ
か
な
市
場
」

見
学
会
の
実
施

大
宮
地
本
大
宮
支
部

「
秋
の
楽
し
く
歩
こ

う
会
」で
井
の
頭
恩

賜
公
園
等
を
散
策

東
京
地
本
東
京
城
南
支
部

支
部
創
立
70
周
年

記
念
旅
行
を
開
催

大
宮
地
本
古
河
支
部

当
支
部
は
昨
年
創
立
70

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
、11
月
13
日
に
会
員

16
名
が
参
加
し
て
、大
宮

の
「
鉄
道
博
物
館
」
と
「
大

宮
盆
栽
村
」
の
見
学
会
を

日
帰
り
旅
行
で
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
野
木
駅
・

古
河
駅
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合

し
て
、グ
ル
ー
プ
会
社
の

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
を
利
用
。

風
も
な
く
秋
晴
れ
の
天
気

の
も
と
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

鉄
道
博
物
館
で
は
、当
支

部
で
も
２
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
登

録
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

集
ま
り
、１
時
間
の
コ
ー
ス

を
２
班
に
分
か
れ
て
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
入

口
に
あ
る
「
Ｄ
51
」
形
蒸
気

機
関
車
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
で
ス
タ
ー
ト
＝
写

真
＝
。
最
初
に
国
指
定
で

あ
る
重
要
文
化
財
の
蒸
気

機
関
車
「
弁
慶
」、特
急
「
ひ

ば
り
」「
と
き
」
等
の
展
示

が
あ
り
、当
時
の
花
形
車
両

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
お
召
し
列
車
に
使
わ

れ
た
御
料
車
等
の
ガ
イ
ド

見
学
の
あ
と
、南
館
の
歴
史

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
。
こ
こ

で
は
世
界
の
鉄
道
の
起
源
、

日
本
の
鉄
道
の
歴
史
か
ら

国
鉄
民
営
化
・
リ
ニ
ア
等
々

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
で
し
た
。

そ
の
後
、大
宮
盆
栽
村

で
民
間
の
盆
栽
園
を
見

学
。
紅
葉
に
は
少
し
早

か
っ
た
の
で
す
が
、中
に

は
き
れ
い
に
色
づ
い
た

も
み
じ
も
あ
り
、心
が
和

み
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
車
内
で

は
、会
員
の
協
力
の
も
と
に

当
時
を
思
い
起
こ
し
、実
際

に
改
札
鋏
に
よ
る
硬
券

き
っ
ぷ
の
入
鋏
体
験
を
実

施
。
慣
れ
親
し
ん
だ
改
札

鋏
を
手
に
と
り
、昔
を
思
い

起
こ
し
な
が
ら
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
良
い
記
念
旅

行
と
な
り
、握
手
を
交
わ
し

て
散
会
し
ま
し
た
。

�

（
西
川
正
史
）

No.31

①札沼線の駅、2020年に当駅か
ら新十津川駅間の廃止により終
着駅となる。
②成田線の駅、当駅から龍角寺（竜
角寺）・千葉県立房総のむらを
通って隣り駅へ至るウオーキン
グコースが設定されている。
③片町線の駅、京都府京田辺市にあ
り、学校名を冠した駅である。
④身延線の駅、富士宮市にあり、当
駅近くから隣り駅まで川沿いに
製紙工場が多く立地する。

①〜④のヒントからそれぞれ□の中を駅
名で埋め、太線の□に隠されている言葉を
答えなさい。

はがきに答えと郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、所属支部、今月号で
良かったと思う記事のタイトルを書いてお送りください。

【宛て先】〒100-0005　東京都千代田区丸の内１−９−１
日本鉄道ＯＢ会連合会本部 鉄道ＯＢ新聞編集部クイズ係
◎締め切り＝3月31日（月）

抽選で
正解者10人に
500円

図書カードを
差し上げます

かあ とら るクイズ

①

②

③

④
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宇
都
宮
支
部
で
は
10
月

３
日
に
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。
開

催
場
所
は
宇
都
宮
市
の
郊

外
に
あ
る
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

す
。
参
加
者
は
10
名
で
朝
８

時
に
集
合
し
て
受
付
、そ
の

後
ス
タ
ー
ト
順
の
抽
選
を

行
い
、競
技
に
つ
い
て
の
注

意
事
項
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
支
部
長
の
挨
拶

で
は
、無
理
を
し
な
い
こ

と
、怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

楽
し
ん
で
プ
レ
ー
を
お
願

い
し
ま
す
と
の
お
話
し
が

あ
り
、８
時
42
分
に
イ
ン

コ
ー
ス
か
ら
皆
さ
ん
和
気

あ
い
あ
い
で
力
強
く
ス

タ
ー
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
時
は
小
雨
が

パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
て
い
ま

し
た
が
、時
間
が
経
つ
に
つ

れ
雨
も
上
が
り
、暑
く
も
な

く
寒
く
も
な
く
ベ
ス
ト
な

天
気
に
な
っ
て
、と
て
も
良

い
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
で

プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

途
中
の
昼
食
時
に
は
、ビ
ー

ル
・
ジ
ュ
ー
ス
・
ミ
ル
ク

等
の
飲
み
物
で
乾
杯
し
て

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、前
半
の
プ
レ
ー
を
思
い

返
し
て
タ
ラ
レ
バ
の
話
も

弾
み
ま
し
た
。

競
技
成
績
は
、優
勝
者

が
柳
田
会
員
、準
優
勝
者

が
松
本
会
員
で
、栄
え
あ

る
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。
柳
田
会
員
の
優
勝
ス

ピ
ー
チ
で
は
「
パ
ー
ト

ナ
ー
に
助
け
ら
れ
て
良
い

ス
コ
ア
ー
を
出
す
こ
と
が

で
き
、感
謝
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
て
、参
加
者
か

ら
た
く
さ
ん
の
温
か
い
拍

手
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
ニ
ア
ピ
ン
賞
は
、

伊
藤
会
員
が
二
つ
、柳
田
会

員
と
松
本
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
ニ

ア
ピ
ン
ホ
ー
ル
は
池
越
え

あ
り
谷
越
え
あ
り
の
難
関

で
、勝
ち
取
っ
た
三
名
に
温

か
い
拍
手
が
惜
し
み
な
く

送
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
終
始
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
、和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
親
睦
と
旧
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。
次
回
の
大

会
に
向
け
て
健
康
管
理
を

十
分
に
行
い
、ま
た
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
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（
手
塚
源
三
）

ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た

大
宮
地
本
宇
都
宮
支
部

仙
台
支
部
は
初
め
て
の

企
画
と
し
て
、10
月
31
日
に

仙
台
駅
会
議
室
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
統
括
セ

ン
タ
ー
エ
リ
ア
管
理
ユ

ニ
ッ
ト
の
安
全
担
当
を
講

師
に
招
き
、仙
山
線
葛
岡
駅

名
誉
駅
長
ら
仙
台
支
部
管

内
４
名
の
名
誉
駅
長
と
仙

台
支
部
の
役
員
ら
10
名
が

参
加
し
て
、名
誉
駅
長
安
全

講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
＝
写
真
＝
。

名
誉
駅
長
は
、委
嘱
さ
れ

た
無
人
駅
の
美
化
、地
元
の

意
見
吸
い
上
げ
と
東
北
本

部
へ
の
提
言
、増
収
へ
の
協

力
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
が
、名
誉

駅
長
業
務
を
安
全
円
滑
に

遂
行
す
る
た
め
に
、名
誉
駅

長
と
し
て
必
ず
守
る
べ
き

こ
と
や
、関
心
を
持
つ
べ
き

こ
と
、列
車
の
着
発
及
び
通

過
時
の
注
意
す
べ
き
こ
と
、

強
風
や
防
風
時
、降
雨
や
豪

雨
時
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
、列

車
を
急
遽
止
め
る
方
法
、事

故
に
遭
遇
し
た
際
な
ど
、状

況
に
応
じ
た
対
応
方
な
ど

に
つ
い
て
、過
去
の
事
例

を
交
え
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、活
発
に

質
疑
応
答
、意
見
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
名
誉
駅
長
ら

は
、改
め
て
自
身
の
安
全

確
保
と
、ご
利
用
い
た
だ

く
お
客
さ
ま
の
安
全
確
保

の
諸
取
り
組
み
を
、Ｊ
Ｒ
と

情
報
を
共
有
し
つ
つ
遂
行

す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
終

了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、こ
の
安
全
講
習

会
に
参
加
し
た
仙
台
地
方

本
部
役
員
か
ら
、大
変
有
意

義
な
の
で
他
の
支
部
に
お

い
て
も
開
催
に
向
け
、水
平

展
開
を
推
進
し
て
欲
し
い

と
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
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（
菊
地
稔
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名
誉
駅
長
安
全
講

習
会
を
開
催

仙
台
地
本
仙
台
支
部

投 稿 募 集
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10
月
25
日
、秋
晴
れ
の
天

候
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の
ハ

イ
キ
ン
グ
日
和
の
中
、高
崎

地
本
は「
河
岸
段
丘
の
台
地

に
あ
る
沼
田
で
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
」を
実
施
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
員
や
家
族
な
ど

１
０
３
名
が
上
越
線
沼
田

駅
に
集
合
。
沼
田
駅
を
管

理
す
る
渋
川
営
業
統
括
セ

ン
タ
ー
丸
山
所
長
（
渋
川

駅
長
）が
改
札
前
で「
よ
う

こ
そ
沼
田
へ
」
の
歓
迎
横

断
幕
を
掲
出
し
て
出
迎
え

て
く
れ
た
の
で
Ｏ
Ｂ
会
員

は
感
激
し
て
い
た
。
ま
た
、

駅
前
で
は
古
井
戸
高
崎
地

方
本
部
長
、地
元
の
安
倍
利

根
沼
田
支
部
長
、渋
川
営
業

統
括
セ
ン
タ
ー
所
長
の
歓

迎
挨
拶
を
受
け
た
。

駅
前
を
出
発
し
、河
岸
段

丘
の
た
め
約
80
ⅿ
の
段
差

が
あ
る
沼
田
台
地
ま
で
、五

班
に
分
か
れ
て
急
坂
の
階

段
（
通
称
：
滝
坂
）
を
一
息

付
き
な
が
ら
「
テ
ラ
ス
沼

田
」
ま
で
歩
行
。
到
着
後
、

館
内
に
あ
る
沼
田
市
歴
史

資
料
館
で
学
芸
員
か
ら
沼

田
の
歴
史
と
文
化
の
解
説
、

続
い
て 

第
24
回
特
別
企
画

展
「
沼
田
町
の
時
代
」
の
展

示
説
明
を
受
け
た
後
、市
街

の
上
之
町
に
移
動
し
て
、明

治
・
大
正
ロ
マ
ン
が
漂
う

「
旧
久
米
家
住
宅
洋
館
」「
旧

藩
主
土
岐
家
の
洋
館
」「
生

方
記
念
文
庫
」「
旧
沼
田
貯

蓄
銀
行
」
の
４
館
が
移
築
、

展
示
さ
れ
て
い
る
の
を

各
々
見
学
し
、歴
史
と
文
化

の
あ
る
町
を
肌
で
感
じ
た
。

そ
し
て
、道
路
を
挟
ん
で

相
向
か
い
側
に
あ
る
迦
葉

山
弥
勒
寺（
か
し
ょ
う
ざ
ん

み
ろ
く
じ
）の
大
天
狗
が
展

示
さ
れ
て
い
る「
天
狗
プ
ラ

ザ
」
を
見
物
し
、脇
に
あ
る

農
産
物
直
売
所
で
は
沼
田

の
農
産
物
を
購
入
し
た
。

そ
の
後
、沼
田
の
中
心
街
に

あ
る
沼
田
小
学
校
に
お
い

て
、卒
業
生
の
林
柳
波
作
詞

の
童
謡「
お
う
ま
」の
楽
譜
が

校
門
に
描
か
れ
て
い
る
の

を
見
て
、沼
田
公
園
に
向
か

い
昼
食
を
と
っ
た
。
こ
の
公

園
は
、か
つ
て
六
文
銭
で
馴

染
み
の
あ
る
真
田
氏
が
治

め
た「
沼
田
城
」が
あ
っ
た
場

所
で
、園
内
に
は
鐘
楼
、西
櫓

台
石
垣
、真
田
信
之
と
そ
の

妻・小
松
姫
の
石
像
が
あ
り
、

散
策
し
な
が
ら
見
物
し
て

沼
田
大
地
を
下
り
沼
田
駅

に
向
か
っ
た
。

駅
前
の
お
店
で
は
、「
里

山
ハ
イ
キ
ン
グ
一
行
」に
沼

田
名
産
品
を
１
割
引
で
提

供
し
て
く
れ
る
嬉
し
い

サ
ー
ビ
ス
も
あ
っ
た
。
そ

し
て
、地
元
の
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会

員
に
見
送
り
を
受
け
な
が

ら
列
車
に
乗
り
込
ん
で
帰

路
に
就
い
た
。
沼
田
は
私

の
故
郷
で
あ
り
、し
か
も
退

職
時
ま
で
勤
務
し
た
沼
田

駅
で
、Ｏ
Ｂ
会
里
山
ハ
イ
キ

ン
グ
に
携
わ
り
無
事
終
了

で
き
て
安
堵
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
歴
史
と
文
化
の
あ

る
沼
田
へ
再
び
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

る
。�

（
深
津
光
壽
）

河
岸
段
丘
の
町
沼

田
で
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

を
開
催高崎

地
本
渋
川
支
部

常
磐
地
区
３
支
部
（
松

戸
、柏
、我
孫
子
）
は
、10
月

12
日
に
３
支
部
合
同
の
活

動
計
画
の
一
環
と
し
て
、江

戸
川
沿
い
に
位
置
す
る
流

山
市
を
訪
ね
、江
戸
・
明
治
・

大
正
に
か
け
て
商
業
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
た
流
山

の
ま
ち
を
散
策
し
た
。
当

日
は
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵

ま
れ
、３
支
部
か
ら
男
女
24

名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

流
山
本
町
に
は
、今
も
当

時
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
土

塀
造
り
の
家
屋
や
、歴
史
あ

る
老
舗
が
点
在
し
て
い

る
。
ま
た
、上
州
の
赤
城

山
が
崩
れ
て
流
れ
着
き

10
m
の
赤
城
山
が
で
き
た

と
い
う
流
山
の
地
名
伝
説

発
祥
地
に
建
立
さ
れ
た

「
赤
城
神
社
」（
市
指
定
有

形
文
化
財
）
や
、安
政
年
間

に
俳
人
・
小
林
一
茶
が
こ

の
地
を
数
十
回
訪
れ
た
屋

形「
一
茶
記
念
館
」、さ
ら
に

慶
応
４
年
に
新
選
組
が
本

陣
と
し
た
醸
造
家
の
跡
地

「
近
藤
勇 

陣
屋
敷
跡
」
等
が

あ
り
、参
加
者
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
に
足
を
運
ん
で
、歴
史

文
化
の
重
み
を
感
じ
な
が

ら
興
味
深
く
散
策
し
た
。

�

（
酒
井
文
雄
）

流
山
本
町
で
江
戸
・

明
治
・
大
正
の
回

廊
を
散
策

東
京
地
本
松
戸
支
部

10
月
19
日
に
善
光
寺
大

勧
進
萬
善
堂
に
お
い
て
、物

故
者
慰
霊
法
要
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
参
列
者
は
13
名

と
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

２
０
２
３
年
９
月
１
日
か

ら
２
０
２
４
年
８
月
31
日

ま
で
に
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
会
員
、準
会
員

の
総
勢
40
名
の
御
柱
の
ご

供
養
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
導
師
様
か
ら
お
一
人

お
ひ
と
り
の
お
名
前
を
読

み
上
げ
て
い
た
だ
き
、参
列

者
の
胸
に
し
っ
か
り
と
刻

ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

法
要
終
了
後
に
は
、３

支
部
長
の
紹
介
や
中
央
支

部
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、ご
遺
族
代
表
の

中
央
支
部
小
林
様
の
御
礼

の
挨
拶
が
あ
り
、「
故
人
は

こ
の
よ
う
に
由
緒
あ
る
善

光
寺
に
お
い
て
読
経
供
養

し
て
い
た
だ
き
、き
っ
と
喜

ん
で
い
る
と
思
う
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、今

後
も
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
が
益
々

発
展
す
る
よ
う
祈
念
し
て

い
る
」と
結
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

終
了
後
、役
員
の
皆
さ
ん

は
来
年
10
月
に
法
要
を
開

催
す
る
意
思
を
確
認
し
、解

散
し
ま
し
た
。（
髙
木
敬
介
）

長
野
三
支
部
合
同

物
故
者
慰
霊
法
要

の
実
施

長
野
地
本
長
野
中
央
支
部
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【
天
】　　

郡　

山　

遠
藤
　
恭
子

古
書
店
に
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
捜
し

を
り
夕
焼
色
の
町
の
片
隅

【
地
】　　

魚　

沼　

星
野
　
武
二

御
下
が
り
の
最
後
と
な
り
し
歩
行
器

に
つ
か
ま
り
て
行
く
兄
の
葬
儀
に

【
人
】　　

福
知
山　

田
中
　
一
郎

採
り
た
て
の
野
菜
送
れ
ば
ひ
孫
た
ち

ナ
ス
ニ
ン
ジ
ン
と
楽
し
ま
ま
ご
と

＝
佳
作
＝

諏　

訪　

吉
田
　
　
廣

散
歩
道
鎮
守
の
森
は
雪
深
し
長
靴
履

い
て
初
春
祝
う

　
　

舞　

鶴　

松
宮
　
宏
昌

ひ
ざ
に
傷
凧
独
楽
面
子
缶
け
り
に
遊

び
盛
り
の
村
童
い
ず
こ

仙　

台　

田
中
　
守
敏

採
血
を
終
へ
て
戻
り
ぬ
高
齢
者
夫
人

坂
井
修
一

大
沢
美
智
子

田
中
寿
々
夢

坂
井
修
一

大
沢
美
智
子

田
中
寿
々
夢

坂
井
修
一

大
沢
美
智
子

田
中
寿
々
夢

【
天
】　　

千　

葉　

小
林
　
善
司

百
歳
の
感
謝
奉
告
初
詣

【
地
】　　

吾　

妻　

中
島
　
政
光

能
登
い
ま
だ
安
ら
ぎ
遠
し
石
蕗
の
花

【
人
】　　

高　

崎　

藤
井
　
利
次

初
雁
の
何
処
よ
り
渡
る
遠
浅
間

＝
秀
逸
＝

福
知
山　

石
坪
　
徹
郎

凍
て
星
や
き
ら
め
き
死
者
の
泪
ほ
ど

　
　
　
　
　

福　

井　

嶋
野　

直
樹

風
読
め
ば
我
も
飛
べ
た
か
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　

仙　

台　

菊
地
　
　
稔

古
民
家
の
ガ
ラ
ス
の
歪
み
冬
日
和

　
　
　
　
　

福
知
山　

田
中
　
一
郎

秋
没
日
今
日
の
命
を
休
ま
せ
る

　

盛　

岡　

櫻
川
　
嘉
夫

白
鳥
や
真
白
き
空
に
真
清
か
に

塩　

釜　

髙
橋
　
永
喜

雪
便
り
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り

　
　

諏　

訪　

吉
田
　
　
廣

早
朝
の
空
気
引
き
裂
く
寒
稽
古

　
　

香　

川　

森
宗
　
一
忠

茸
山
迷
路
に
入
り
し
獣
道

熊　

本　

吉
田
　
　
哲

冬
深
し
座
れ
ば
温
き
ウ
オ
ッ
シ
ュレ
ッ
ト

　
　
　
　
　

盛　

岡　

餘
目
　
忠
吉

妹
の
荷
を
解
き
齧
る
甘
き
柿

の
前
に
小
さ
く
見
ゆ
る

長
野
南　

倉
石
み
つ
る

戦
争
時
風
化
さ
れ
ゆ
く
歌
詠
む
は
お

の
が
心
に
楔
打
つ
ご
と

　
　

安　

中　

大
久
保
麗
子

池
の
辺
の
石
を
覆
ひ
し
つ
は
ぶ
き
の

大
き
葉
光
る
冬
の
日
ざ
し
に

高　

田　

丸
山
　
　
玲

話
し
か
け
お
明
り
灯
す
朝
な
さ
な
今

日
は
好
物
の「
五
家
宝
」供
ふ

　
　

香　

川　

中
川
　
義
博

日
本
海
を
見
渡
す
萩
の
海
岸
で
松
陰

眺
め
た
日
の
出
を
拝
す

　

大
牟
田　

長
曽
我
部
明
照

一
輪
の
花
に
集
ま
る
蝶
や
虫
自
然
の

共
生
こ
の
ま
ま
あ
れ
と

　
　

諏　

訪　

小
林
　
正
一

若
き
日
に
労
組
文
芸
競
ひ
た
る
君
を

歌
壇
に
妻
が
見
付
く
る

　
　
　
　

あ
ぶ
く
ま　

佐
藤
　
武
雄

昨
日
と
は
違
わ
ぬ
陽
だ
と
思
い
し
も

今
年
は
や
る
ぞ
！
七
十
五
歳

長
野
南　

大
導
寺
晴
男

裏
山
の
雑
木
と
り
ど
り
紅
葉
映
え
て

競
う
と
も
な
く
静
か
に
秋
へ

前　

橋　

金
子
　
侑
司

不
忍
の
池
の
鴨
ら
は
靄
深
き
蓮
を
潜

り
て
泳
ぎ
て
を
り
ぬ

　
　

福
知
山　

片
岡
　
新
一

世
の
中
は
カ
タ
カ
ナ
ば
か
り
で
意
味

不
明
日
本
の
言
葉
美
し
い
の
に

　
　

名　

取　

大
久
た
か
子

山
歩
き
は
ら
は
ら
は
ら
と
木
の
葉
散

る
人
よ
り
先
に
木
木
の
冬
支
度

佐　

倉　

浅
井
　
芳
夫

折
々
に
花
を
育
て
て
庭
飾
る
妻
は
い

き
い
き
八
十
路
を
生
き
る

盛　

岡　

餘
目
　
忠
吉

秋
大
根
曳
い
て
く
れ
よ
と
い
う
電
話

姉
は
九
十
半
ば
と
な
り
て

米　

子　

松
島
　
道
幸

高
齢
の
登
山
に
頼
る
ス
ト
ッ
ク
が
ア

ニ
メ
の
よ
う
な
キ
ノ
コ
に
出
会
う

【
天
】　　

青　

森　

清
沢 

　
貢

食
卓
の
隅
に
一
品
添
う
薬

【
地
】　　

舞　

鶴　

松
宮
　
宏
昌

カ
ラ
オ
ケ
は
上
手
も
下
手
も
唄
に
酔
い

長
野
中
央　

髙
木
　
敬
介

文
庫
本
開
い
た
ま
ま
の
日
向
ぼ
こ

香　

川　

中
川
　
義
博

行
く
年
や
心
残
り
を
背
に
負
う
て

　

郡　

山　

遠
藤
　
恭
子

雪
吊
や
飯
場
に
滾
る
茶
の
や
か
ん

＝
佳
作
＝

長
野
南　

大
導
寺
晴
男

秋
仕
舞
い
宵
の
明
星
高
く
淡
く

名　

取　

大
久
　
年
美

歌
に
あ
る
俺
も
見
つ
け
た
小
さ
い
秋

　
　

江
戸
川　

小
野
寺
み
さ
の

柿
買
う
て
お
ま
け
が
三
つ
筑
波
山

　
　
　

直
江
津　

市
川
　
征
郎

誰
し
も
が
俯
き
加
減
冬
に
入
る

【
人
】　

長
野
中
央　

髙
木
　
敬
介

た
わ
い
な
い
会
話
の
中
に
人
を
観
る

【
客
】　　

仙　

台　

髙
橋
　
永
喜

デ
ジ
タ
ル
化
徐
々
に
人
間
ら
し
さ
失
せ

【
客
】　　

香　

川　

中
川
　
義
博

亡
き
父
の
齢
を
越
え
て
師
走
入
り

【
客
】　　

長
野
北　

桜
井
　
章
一

口
角
を
上
げ
て
笑
顔
で
日
々
過
ご
す

【
客
】　　

新　

庄　

斎
藤
　
俊
治

不
発
弾
身
体
に
な
い
か
診
て
も
ら
う

【
客
】　　

盛　

岡　

餘
目
　
忠
吉

大
根
葉
干
し
て
昭
和
の
顔
と
な
る

＝
佳
作
＝

高　

岡　

越
前
　
邦
夫

車
窓
か
ら
駅
舎
を
眺
め
懐
か
し
む

小　

樽　

安
渡
　
弘
幸

降
る
雪
に
慌
て
て
準
備
冬
支
度

塩　

尻　

明
間
　
　
進

お
悔
や
み
欄
同
期
の
友
に
胸
痛
む

名　

取　

大
久
　
年
美

Ｏ
Ｂ
会
み
ん
な
集
ま
る
芋
煮
会

仙　

台　

菊
地
　
　
稔

あ
こ
が
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
で
湧
く
元
気

八　

戸　

加
賀
　
榮
一

ほ
ろ
酔
い
の
も
う
一
杯
に
除
夜
の
鐘

徳　

山　

重
広
　
秀
雄

投
稿
に
際
し
て
の

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
投
稿
や
ク
イ
ズ

応
募
に
「
所
属
支
部
」

「
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）」

「
住
所
」
等
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
記

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、文
芸
コ
ー
ナ
ー
の
「
短

歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」に
つ
い
て
は

種
別
を
赤
書
き
し
、各
種
別
ご
と
に

は
が
き
１
枚
に
２
首（
句
）ま
で
の

投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

「
支
部
だ
よ
り
」
な
ど
に
つ
い
て

は
、投
稿
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
の

で
、な
る
べ
く
メ
ー
ル
で
の
投

稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
佐
々
木
）

◇短歌、俳句、川柳とも期間中それぞれの種類ごとに分けたハガキ１枚に２
首（句）まで（俳句は当季雑詠のみ）。未発表の自作に限ります。

◇作品の横に所属支部、氏名（フリガナ）、年齢、住所、電話番号を明記、
　〒100−0005東京都千代田区丸の内1−9−1、日本鉄道ＯＢ会連合会
本部　鉄道ＯＢ新聞編集部へ。

	 はがき表面に「短歌」「俳句」「川柳」の種別を赤書きしてください。
◇3月31日締め切り（当日消印有効）。入選作品は5月号に掲載します。
　【天】入選作品には記念品及び掲載紙をお送りします。

評　

新
年
の
賀
に
加
え
自
身
が
百

歳
を
恙
な
く
迎
え
ら
れ
た
喜
び
を

生
き
生
き
と
詠
ん
だ
。「
奉
告
」
は

神
に
告
げ
奉
る
の
意
味
。
作
者
の

敬
虔
な
気
持
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

益
々
の
ご
清
吟
を
祈
り
ま
す
。

評　

ふ
と
大
空
を
仰
い
だ
と
き
、

雁
形
を
組
み
浅
間
嶺
は
る
か
を
鳥

が
渡
っ
て
く
る
の
を
見
た
。「
雁

だ
！
」
何
千
キ
ロ
を
飛
ん
で
き
た
の

だ
ろ
う
と
し
み
じ
み
秋
の
深
ま
り

を
感
じ
る
。
大
景
を
捉
え
た
秀
句
。

評　

年
齢
と
共
に
体
力
も
思
考
力

も
萎
え
、
薬
が
手
放
せ
な
い
状
況

に
な
る
が
、
誰
も
が
、
避
け
て
は

通
れ
ぬ
道
で
あ
る
こ
と
を
心
せ
ね

ば
と
思
う
。

評　

カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー
ム
は
、
衰

え
る
こ
と
無
く
続
い
て
い
る
が
、

思
い
切
り
発
声
す
る
こ
と
は
、

体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
有
意

な
事
で
す
。
思
い
切
り
酔
う
て

歌
っ
て
老
後
の
人
生
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

評　

人
と
話
を
す
る
時
、
話
題
に

よ
っ
て
は
難
し
い
顔
に
も
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
が
、
平
素
は
お
互
い

心
を
う
ち
あ
け
て
話
し
て
こ
そ
、

理
解
し
合
え
る
事
で
あ
る
こ
と
を

知
る
べ
き
だ
ろ
う
。

評　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
小
説
を

古
本
屋
で
さ
が
す
。
大
切
な
も
の

を
取
り
戻
す
行
為
で
も
あ
ろ
う
。

評　

歩
行
器
は
亡
兄
の
形
見
分
け

か
。
子
供
時
代
か
ら
の
御
下
が
り

も
こ
れ
で
最
後
と
な
っ
た
。

評　

ひ
孫
た
ち
は
、
私
が
送
っ
た

野
菜
を
使
っ
て
ま
ま
ご
と
遊
び
を

す
る
。
嬉
し
涙
を
誘
う
光
景
。

か
の
日
の
充
実
感
や
安
ら
ぎ
は
い

つ
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
季
語

の
石
蕗
の
花
の
黄
に
癒
さ
れ
る
。

評　

地
震
に
襲
わ
れ
一
瞬
に
し
て

人
々
は
穏
や
か
な
日
常
を
失
っ
た
。

な
に
ご
と
も
老
い
を
感
じ
る
老
兵
だ

秋　

田　

小
林
　
　
隆

新
年
の
齢
の
数
え
は
引
算
で

福
知
山　

田
中
　
一
郎

歳
重
ね
生
き
る
リ
ズ
ム
の
今
の
顔

新　

潟　

桑
原
　
　
信

実
技
よ
り
ペー
パー
テ
ス
ト
褒
め
ら
れ
る

新　

津　

拝
野
　
文
雄

お
年
玉
光
る
お
札
に
孫
歓
喜

宇
都
宮　

池
田
　
篤
信

新
年
も
い
い
年
ら
し
い
笑
い
声 

小　

山　

谷
津
田
敏
博

幼
子
に
ダ
メ
だ
し
さ
れ
て
目
が
覚
め
る

●当選者…黒田正夫（岩見沢）、柴田裕（青森）、高橋弘矩（花巻）、千葉昭夫
（仙台）、松田安弘（仙塩）、木藤トキ子（高田）、喜多村和美（香川）、新見均
（徳島）、松尾マサヨ（折尾）、豊野勝司（熊本）

前回クイズの正解発表です。答えは「明鏡止水」でした。今回の
図柄は田代紀英さん（鹿児島支部）です。正解者の中から抽選に
より下記の方が当選されました。おめでとうございます。

前回クイズの正解と当選者の発表クイズあらかると

所
沢
支
部
の
「
歩
こ
う

会
」
は
、本
格
的
な
秋
空
で

日
差
し
も
強
か
っ
た
11
月

22
日
に
会
員
12
名
で
埼
玉

県
比
企
郡
吉
見
町
の
吉
見

百
穴
（
よ
し
み
ひ
ょ
く
あ

な
）へ
繰
り
出
し
た
。

遠
く
か
ら
見
る
と「
足
長

蜂
の
巣
」を
横
に
し
た
よ
う

な
横
穴
が
見
え
て
き
た
。

こ
の
丘
陵
一
帯
は
凝
灰
質

砂
岩
の
掘
削
に
適
し
た
岩

盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、古
墳

時
代
後
期
の
６
世
紀
末
か

ら
７
世
紀
に
か
け
て
作
ら

れ
た
横
穴
墓
（
よ
こ
あ
な

ぼ
）
で
、大
正
12
年
に
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
横

穴
墓
は
、丘
陵
や
台
地
の
斜

面
を
掘
削
し
て
墓
と
し
た

も
の
で
、遺
体
が
埋
葬
さ
れ

た
主
体
部
の
構
造
は
古
墳

の
横
穴
式
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
。
上
層
部
の
穴

は
人
間
５
人
く
ら
い
が
入

れ
、立
っ
て
い
ら
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。

こ
の
穴
は
２
３
７
基

あ
り
、一
時「
住
居
か
古
墳

か
」の
論
争
が
あ
っ
た
が
、

「
横
穴
は
墓
」
と
の
結
論

に
。
そ
の
後
、太
平
洋
戦
争

末
期
に
丘
陵
斜
面
に
地
下

軍
需
工
場
が
造
ら
れ
て
一

部
の
横
穴
墓
が
壊
さ
れ
、今

は
２
１
９
基
の
日
本
最
大

規
模
を
誇
る
横
穴
古
墳
群

が
残
っ
た
。

一
帯
を
一
巡
し
た
後
は
、

近
く
で
昼
食
会
が
あ
り
、地

粉
の
手
打
ち
う
ど
ん
や

二
八
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、次
回
の
再
開
を
誓

い
散
会
し
た
。（
篠
原
武
雄
）

し
、観
光
客
誘
致
に
協
力
し

た
こ
と
に
対
し
て
、市
長
室

に
招
か
れ
感
謝
の
言
葉
を

市
長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

後
日
、栃
木
市
の
こ
の

お
も
て
な
し
に
対
し
て
、

高
崎
支
社
長
と
佐
野
支
部

役
員
が
合
同
で
市
長
に
返

礼
の
挨
拶
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、令
和

６
年
７
月
高
崎
支
社
発
行

の『
Ｏ
Ｂ
ひ
ろ
ば
』に
も
掲

載
さ
れ
、こ
れ
か
ら
の
新

し
い
タ
イ
プ
の
Ｏ
Ｂ
会
活

動
と
し
て
、支
社
、Ｏ
Ｂ
会

関
係
者
か
ら
評
価
さ
れ
る

な
ど
、私
た
ち
の
予
想
を

超
え
る
大
き
な
反
響
を
得

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
高
橋
孝
）

国
指
定
史
跡

「
吉
美
百
穴
」
で
の

探
索 

歩
こ
う
会

八
王
子
地
本
所
沢
支
部

鉄
道
Ｏ
Ｂ
新
聞

２
０
２
３
年
７
月
号「
支
部

だ
よ
り
」
に
お
い
て
、親
子

３
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
描
き
、

制
作
者
の
岩
上
満
氏
が
50

歳
の
頃
の
家
族
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
作
品
を
４
ヶ
月
か

け
て
完
成
さ
せ
、Ｊ
Ｒ
栃
木

駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
展
示
し

た
こ
と
を
紹
介
し
た「
絵
画

作
品
『
5
月
の
風
』
展
示
ま

で
の
道
」を
掲
載
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
の

経
緯
に
お
い
て
お
知
ら
せ

し
た
い
嬉
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

栃
木
駅
構
内
に
作
品
を

展
示
し
た
と
こ
ろ
、20
万

世
帯
の
契
約
を
持
つ
地
元

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
特
番

に
て
朝
夕
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、栃
木
県
地
方

紙
の
下
野
新
聞
に
は
「
高

齢
者
の
力
」
と
題
し
て
数

回
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
栃
木
市
よ
り
、栃
木

市
の
名
を
広
く
世
に
Ｐ
Ｒ

「
絵
画
作
品

『
５
月
の
風
』
展
示

ま
で
の
道
」そ
の
後

高
崎
地
本
佐
野
支
部


